
 

 

  

6 月 28 日（土）、我が小禄高校野球部はコザ信金スタジアムにおい 

て、コザ高校と対戦しました。2 回表、タイムリーヒットやスクイズ 

等で２点を先取されてしまいます。小禄高校もキャプテン新垣康楠君 

を中心に上間太雅君等の活躍により、毎回のようにランナ―をだしま 

すが、得点に結びつけることができません。５回と７回に追加点を与 

えてしまい、７回終了時点で５対０。しかし、ここであきらめないの 

が我が小禄高校。８回２年生の赤嶺壱飛君のタイムリー３ベースヒッ 

トと桃原悠貴君のタイムリーヒットにより、２点をもぎとります。迎 

えた最終回。西平優月君と島袋広夢君の連続ヒットで応援のボルテー 

ジも最高潮に達します。しかし、送りバント失敗や後続が続かず、３ 

年生にとっての最後の夏が幕を閉じました。投げては西平君が１人で 

投げ抜き素晴らしいピッチングを披露しました。最後まで諦めない皆 

さんの姿を私達は決しては忘れない！ 本当に暑い中、吹奏楽部の皆 

さんも応援にかけつけてくれました。感動をありがとう(*’-‘*) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

５月のとある夕方、足を痛めて歩けず困り果てていたご老人の方 

（以下 A さん）を助けてくれた小禄高校の諸君がいる。１年３組の 

石川奈那美さん、稲本樹野さん、１年６組の安座間愛華さん、嘉数 

絢音さん、玉城柚果さんの５人の皆さんです。石川さん等は部活動 

の帰り、自宅アパ―トの２階から足を痛めて部屋にも戻れず途方に 

暮れていた A さんの「携帯を貸して欲しい」という申し出を快諾し 

A さんの娘さん（電話で呼び出した）が来るまでに間、A さんを自身 

の部屋へと連れて行き、サンドイッチやお茶、ゼリーを購入し、話し 

相手をしてくれたということです。さらに、石川さん等は娘さんか 

らの飲み物代等も受け取らず、帰っていったという事です。感動し 

た娘さんから直接メールをいただきました         
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